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論文内容要旨

 変形性股関節症は周知のようにしばしぱ遭遇する疾患であ匂,旗国にも諸説がある。その成因説

 のどれをとってみても,加令に伴なう老化現象との関連が常に暗示されて参りながら,その裏付け

 が未だ十分とはいえない。従って.変形性股関節症に関する種々の成因的因子を検討するに当って

 は,まづ股関節の経年性変化を把握する必要がある。依って著者は大腿骨骨頭及び今まであまウ十

 分に観察されなかった臼蓋の関節軟骨,骨梁その他の関節構成体に関して,形態学および超軟x線

 による検索を行なった。研究材料として,東北大病理学教室における病理解剖例の中から,骨と(

 に股関節に変化を齢よぼすと考えられる基礎疾患のない,20才から86才までの88例を選び。

 その右股関節を臼蓋を含めて大腿骨小転子下で切断採取した。大腿骨は解剖頸及び骨頭を前後に二

 分する前額面で。またこれに対応する臼蓋も同じ面で正確に5初餌厚に薄切した。この薄切組織はす

 べて同一条件下に超軟x線装置で撮影し,そのフイルムの黒化度を.一定条件で定められた骨頭を

 横走する5本の線上で,miCrOPhOむome七er奪用いて測定した。次いで薄切組織は脱灰処理

 を経て病理組織響本とし,各種染色を行なった。研究方法を定めるに当っては、荷重部と非荷重部

 の機能的特異性をとくに考慮に入れた。なぜ表ら股関節は人体中最大の荷重関節であり.荷重の影

 響による変化が加味されるため,他の関節にはみられない複雑な変化をきたすのが常てあるからで

 ある。Micropho七〇lne七erに志づて得られた5本の黒化度曲線により・最も骨梁の密な荷重

 骨梁中心線を窓鯛的に飛足して臭この線と骨頭表面と交わる部位を最大荷軍部とした。更に荷重骨

 梁中心線から外課(45。をなす線を骨頭中心から引いて,その骨頭表面との交わる部位を外側比

 較的荷重部,同様に内側90。に引いた線の部位を内側非荷重部とした。更に荷重骨梁中心線を延

 長して臼蓋に達し,この部位を臼蓋最大荷重部とした。検索はこれらの部位に齢ける関節軟骨,石

 灰化軟骨,軟骨下背板,骨頭半径及び骨頭内骨.梁の状態について行ない.ヲ次のよろ1う.な

 結果を得た。11)骨頭半径の全症例の平均値は24.47η!底男性25.95"t肌,女性22.99皿皿)で

 あり,各年代に赴いて男注が女性よりはるかに大きかった。しかし.その個体差は暗しく,紬年因

 子によると思われる有意た所見は得られなかった。(2}大腿骨骨頭及び臼蓋の最大荷重部に診ける

 関節軟骨は,男性ては高令者ほど厚ぐなっているが,女性高令者では非常に薄いものがかなり認め

 られた。.肥厚例では軟骨中間層にむける軟骨細胞の肥大,増殖が著しく,これは荷重部における

 pu.mping作用の影響かとも考えられる。菲薄例では中間層に赴ける軟骨細胞の肥大,増殖を伴

 ないながら,一方では軟骨表隠にむける線維変性,軟骨細胞の壊死消失,表層の陥凹及び剥離など

 が認められた。外側比較的荷重部にむける関節軟骨も,高令者ほどわずかに厚ぐなってむり,ヌ.女
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 性高冷者に翁ンナろ菲薄例も若干みられろ。しかし,その厚さの変化及び組織学的な変化は最大荷重

 部厳ど署しく表い。内側非荷童部における関節軟骨は,男女ともに高令者ほど薄くなっている。組

 織学的には関節軟骨表層の線維性萎縮が進行しておゆ,これはいわゆる老化現象による変化と考え

 られ,本来薄い軟骨層が加令とともに更に菲薄化するものと、思われる。関節軟骨の加金に伴なう上

 記の変化の原因としては,種々の要因が考えられるが,著者は股闘節の生理的老化現象がすでに重

 要な因子と左りうることを強調したい。即ち,最大荷重部にむける大腿骨骨頭及ぴ臼蓋の関節軟骨

 の肥厚と,非荷重部における菲薄化が加令に伴なって増強すれぱ,それ自体が関節面の不適合性を

 招来することは明らかであり,これに続いて被荷重面の狭小化が生じ,その部位へ過度の荷重が集

 中してぐる。そして一方では,変性によって弾力性を失なっている荷重部の関節軟骨表層が容易に

 磨滅,ビランから剥離に至り,これらが更に悪循環となって,関節面の不適合性を増強するものと

 考えられる。これらの所見は女性高令者にきわめて顕著であり,この点あるいは変形性股関節症と

 の重要な関連性を物語っているのかもしれない。(3}石灰化軟骨の厚さは個体差が著しいが,外側

 比較的荷重部で男女ともに高金者ほど厚くなって募り,,この部位の蟹囎酔の脚篤し《悟るもの

 とも考えられる。(引軟骨下骨板は男性の荷重部では高令者ほど厚くなってむり,荷重に対する反

 応としての変化と考えられるが,女性の荷重部では高命者でも薄いものがかなウ認められ,骨梁と

 同様に骨粗鬆症の部分現象として把握すべきなのであろう。(51大腿骨骨頭内の骨梁は,荷重に関

 与したい部位で高令者ほど密度が粗となり,荷重骨梁だけが残存している。しかし,女性高令者で

 は更に荷重骨梁すら消失し,骨頭全体に細い骨梁がぐもの巣状にみられるにすぎず,同時にこの種

 の例では関節軟骨の変性過程が高度に進行している場合が多い。また大腿骨骨頭荷電骨梁中心線はナ

 加令とともに垂直化する傾向がある。すなわち,解剖的頸部軸となサ角度は加令に伴なって次第に

 増加していた。これらの営梁の変化は骨粗鬆症の部分現象とも考えられ,高度に進行したものでは

 骨頭の荷重骨梁中心線を主体とした支持性が失法われる。その結果,荷重線走行の変化を助長す・る

 こととあい.まってジ前述のようた被荷重面の狭'1・化とその部位への過度の荷重の集中を招来する。.

 それ故に骨梁の老人性変化は関節軟骨i皐の変化とともに、,変形性股関節症発症の背景因子として重

 女な意義を有するものと考'えられ.る。以上,股関節の各種構成体の経年性変化を,機能形態学的に,

 観察した.結果を述べ,女性に聡いては特に生理的老化現象が薯しかつたことを強i、周し,変形性股関

 節症の成因との関連性について瑛討を行なった。
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 審査結果の要旨

 変形性股関節症が整形外科にお・いてきわめてしばしぱ遭遇する疾患であり,かつその治療に対

 しても問題点の多いことから,その発生の墨太的条件と病態に関する検索が必要であり,これに

 は先天股脱状態その他の基礎疾疫の潜在が関連するにしても,加令に伴う老化現象の役割が大き

 いものと思われる。著者はその意味から股関節の経年性変化を把握せんとして菰研究を行なった

 もので,骨又は股関節正常と見なされる88例について検策を行なったものである。本来股関節

 は人体最大の荷重運動関節であり,その変化もしたがって複雑なので,骨頭を中心とした厚さ5

 視?}の前額面薄切板につき,その最も骨梁の密主荷重骨梁中心線部を最大荷重部,その外側45。

 部,内側90。部をそれぞれ比較的荷重部,非荷重部として,この3ヵ所について比較検討を行

 なった。まず超軟X線装置の撮影像をmicrO-PhO七〇meterでlllll定した結果,きわめて興味

 ある所見として骨頭ならびに白藍の最大荷重部における関節軟骨が男性では高令者ほど厚ぐなっ

 ているのに対し,女性高令者ではかなり薄いものが認められる。これは男性に拾いて荷電部の

 pumping作用の影響を思わせるに対し,女性では従来からいわれているよう左ホルモンその他

 による退行変性性変化の優位の表われと解している。外側比較的荷重部でも程度は軽いがほぼ同

 様の傾向がみられる。しかるに内側非荷重部に沿ける関節軟骨は男女ともに高令者ほど薄ぐたっ

 ており,これはこの大関節の機能的適応を如実に表わしていると考えられる。関節軟骨の加令に

 伴なうとのような変化には種々の要因が考えられようが,著者は生理的老化現象とともに,特に

 最大荷重部においては閾節軟骨の肥厚と非荷重部にむける菲薄化がいずれも増強し,それ自体が

 関節面の不適合性を招来し,鎮れに伴なって荷重面の狭小化が律じ,そこへ過度の荷重が集中し
 てぐることに大きな因子の存在を推定している。

 次に石灰化軟骨の厚さは個体差を除外して,外側比較的荷重部で男女ともに高令者ほど一般に厚

 ぐなってむ1,,この部位の萌力の増加への反応を示している。更にその下層にある軟骨下骨板は

 男性の荷重部で高令者ほど厚くなっていることは当然荷乖に対する反応的変化と考えられ,女性

 の荷貢部では高令者でかえって薄いものがかなり認められて痴り,こ.れは女性に多いogteo』

 poギosゴ.sの部分現象として把握すべきであろうと考えている。その他,大腿骨骨頭内の骨梁

 と荷重並びに年令の関係についての客観的関連をつかみ,女性に冷いて特に生理的老化現象が著

 しいことを強調し,これが変形性股関節症の成因との関連に重要な意義・を有しているものと結論

 した。

 以.上により本論1文は十分学位に値するものと言忍める。
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